


２

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の

　

感
染
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ｑ＆＆Ａ

　

平
成　

年
に
世
界
的
に
流
行
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
終
息
を
迎
え
、
平
成　

年
４
月
１
日
か

２１

２３

ら
通
常
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
名
称
も
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
１
Ｎ
１
）

２
０
０
９
」
と
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
た
な
型
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か

ら
ず
、
常
に
こ
れ
に
備
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
毎
年
冬
に
流
行
を
繰
り
返
し
、
日
本
国
内
で
最
大
の
感
染
症
の

一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
力
は
非
常
に
強
く
、
日
本
で
は
毎
年
約
１
千
万
人
、

約　

人
に
１
人
が
感
染
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
よ
く
知
り
、
万
全
の
備
え
を
す
る
こ
と
が
、

１０
皆
さ
ん
の
体
を
守
る
た
め
に
重
要
で
す
。

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
ひ
だ
ま
り
」

�
２
７
０
・
８
０
７
１

問
い
合
わ
せ

Ｑ
１
風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
違

い
は
？

　

普
通
の
風
邪
の
多
く
は
、
の
ど
の
痛

み
、
鼻
汁
、
く
し
ゃ
み
、
せ
き
な
ど
の
症

状
が
中
心
で
、
全
身
症
状
は
あ
ま
り
見
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、　

℃
以
上
の
発

３８

熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
全
身

の
症
状
が
突
然
現
れ
ま
す
。
併
せ
て
の
ど

の
痛
み
、
鼻
汁
、
せ
き
な
ど
の
症
状
も
見

ら
れ
ま
す
。

 

Ｑ
２
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ど
う
や
っ

て
う
つ
る
の
？

　

飛
沫
感
染
と
接
触
感
染
の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。

　

飛
沫
感
染
は
、
感
染
し
た
人
が
せ
き
を

す
る
こ
と
で
飛
ん
だ
、
飛
沫
に
含
ま
れ
る

ウ
イ
ル
ス
を
別
の
人
が
口
や
鼻
か
ら
吸
い

込
ん
で
し
ま
い
、
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
入

り
込
む
こ
と
で
す
。

　

接
触
感
染
は
、
感
染
し
た
人
が
せ
き
を

手
で
押
さ
え
た
後
や
、
鼻
水
を
手
で
ぬ

ぐ
っ
た
後
に
、
ド
ア
ノ
ブ
や
ス
イ
ッ
チ
な

ど
に
触
れ
る
と
、
そ
の
場
所
に
ウ
イ
ル
ス

を
含
ん
だ
飛
沫
が
付
着
し
別
の
人
が
手
で

触
れ
、
さ
ら
に
そ
の
手
で
鼻
や
口
に
触
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
粘
膜
を
通
じ
て
ウ
イ
ル

ス
が
体
内
に
入
り
感
染
す
る
こ
と
で
す
。

Ｑ
３
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な

い
よ
う
に
す
る
に
は
？

　

飛
沫
感
染
・
接
触
感
染
の
経
路
を
断
つ

こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
予
防
接
種
も

効
果
が
あ
り
ま
す
。

○
人
が
多
く
集
ま
る
場
所
か
ら
帰
っ
て
き

た
と
き
に
は
、
手
洗
い
・
う
が
い
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

○
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
ん
だ
消
毒
液
で
手
を

消
毒
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。

○
普
段
か
ら
の
健
康
管
理
も
重
要
で
す
。

栄
養
と
睡
眠
を
十
分
に
と
り
、
抵
抗
力

を
高
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
の
ど
の
粘
膜
の

防
御
機
能
が
低
下
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
室
内

で
は
、
加
湿
器
な
ど
を
使
っ
て
適
切
な

湿
度
（　

〜　

％
）
を
保
つ
こ
と
も
効

５０

６０

果
的
で
す
。

○
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
発

症
す
る
可
能
性
を
減
ら
し
、
も
し
発
症

し
て
も
重
い
症
状
に
な
る
の
を
防
ぎ
ま

す
。

Ｑ
４
ど
ん
な
症
状
が
出
た
ら
医
療
機

関
へ
行
け
ば
い
い
の
？

　

目
安
と
し
て
、
比
較
的
急
速
に　
 
℃
３８

以
上
の
発
熱
が
あ
り
、
せ
き
や
の
ど
の
痛

み
、
全
身
の
倦
怠
感
を
伴
う
場
合
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
特
に
お
年
寄
り
や
お
子
さ

ん
、
妊
婦
さ
ん
、
持
病
の
あ
る
か
た
は
症

状
が
重
く
な
り
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。



広報なか１２月号３

もし、インフルエンザにかかったら・・・もし、インフルエンザにかかったら・・・もし、インフルエンザにかかったら・・・

インフルエンザにかからないためにインフルエンザにかからないためにインフルエンザにかからないために

【手洗いのしかた】

○発熱やせき・のどの痛み等の呼吸器症状がある時は、身近な医療
機関に事前に電話連絡をしてから受診しましょう。

○学校や勤務先で感染を拡大させないよう、無理な通勤、通学はや
めましょう。

○家庭内の感染を防ぐため、タオル等は別にしましょう。

体温チェックなど毎日の健康管理が大切です！

※外出後は、手洗い・うがいをする習慣をつけましょう。

十分に水で流し、ペーパータオルやハンカチ等でよくふいて乾かしましょう。６

１ ２ ３ ４ ５

せきやくしゃみをするとき

は、ティッシュなどで口と

鼻を押さえましょう。

せきやくしゃみがでるとき

はマスクをしましょう。

身体の抵抗力を高めるた

め、十分な休養をとり日頃

から栄養の補給を心がけま

しょう。

あらかじめ、かかりつけ医

に感染防止や感染した場合

の受診の方法等について相

談しておきましょう。

せきエチケット 十分な休養と栄養 基礎疾患のあるかた
妊娠中のかたへ

������ ��������

�����

��������	
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４

那
珂
市
公
共
下
水
道
整
備
計
画

那
珂
市
公
共
下
水
道
整
備
計
画

那
珂
市
公
共
下
水
道
整
備
計
画

公
共
下
水
道
整
備
の
予
定
区
域
を
お
し
ら
せ
し
ま
す

公
共
下
水
道
整
備
の
予
定
区
域
を
お
し
ら
せ
し
ま
す

　

は
じ
め
に
、
本
年
３
月　

日
に
発
生
し
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
公
共
下
水
道

１１

施
設
被
災
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
様
に
は
大
変
な
ご
迷
惑
、
ご
心
配
を
お
か
け
い
た
し

ま
し
た
。
被
災
し
ま
し
た
下
水
道
管
に
つ
い
て
は
、
国
の
災
害
査
定
を
受
け
て
順
次
災

害
復
旧
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
、
茨
城
県
那
珂
久
慈
流
域
下
水
道
事
務
所
が
予
定
し
て
い
る
流
域
下
水
道
事

業
計
画
変
更
認
可
に
合
わ
せ
て
、
本
市
に
お
い
て
も
下
水
道
事
業
計
画
変
更
認
可
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
本
市
に
お
け
る
公
共
下
水
道
の
整
備
は
、
現
在
の
認
可
面
積
１
２
３
１　

の
ha

区
域
内
整
備
を
進
め
て
お
り
平
成　

年
度
末
に
お
い
て
下
水
道
整
備
率
は
９
割
を
超
え

２２

て
お
り
、
平
成　

年
度
に
決
定
し
ま
し
た
次
期
整
備
優
先
地
区
（
５
８
５　

）
の
整
備

１９

ha

に
つ
い
て
、
平
成　

年
５
月　

日
に
市
長
よ
り
事
業
計
画
変
更
認
可
に
つ
い
て
諮
問
を

２２

１８

受
け
、
公
共
下
水
道
事
業
審
議
会
（
有
識
者
、
地
区
代
表
）
に
お
い
て
慎
重
に
検
討
を

重
ね
、
審
議
会
の
答
申
と
し
て
市
長
へ
提
出
し
、
那
珂
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
報
告

い
た
し
ま
し
た
。

　

答
申
の
整
備
基
本
方
針
と
し
て
は
、
事
業
予
算
の
確
保
に
努
め
、
整
備
コ
ス
ト
の
削

減
を
図
り
、
那
珂
川
久
慈
川
流
域
総
合
計
画
に
整
合
し
た
整
備
計
画
と
す
る
こ
と
、
整

備
優
先
地
区
（
５
８
５　

）
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
評
点
に
よ
り
整
備
順
位
を
決
定
し
、

ha

地
区
内
を
Ⅰ
期
、
Ⅱ
期
、
Ⅲ
期
に
分
け
、
平
成　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の　

年

２４

３３

１０

間
で
都
市
計
画
法
等
の
手
続
き
を
行
い
、
県
の
事
業
認
可
を
受
け
整
備
を
進
め
る
こ
と

を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
整
備
事
業
は
、
多
額
の
費
用
と
、
長
い
年
月
が
か
か
る
事
業
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
市
と
し
ま
し
て
も
、
事
業
費
の
確
保
お
よ
び
コ
ス
ト
削
減
等
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
一
日
も
早
い
公
共
下
水
道
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

下
水
道
課
工
務
・
管
理
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１
（
内
線
８
３
７
５
・
８
３
７
６
）

問
い
合
わ
せ
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６

■
市
表
彰
規
則
に
基
づ
く
自
治
功
労
表
彰

小
宅
近
昭
（
元
市
長
）

■
市
表
彰
規
則
に
基
づ
く
功
労
表
彰

武
藤
博
光
（
市
議
会
議
員
）
／
加
藤
守

正
（
農
業
委
員
会
委
員
）
／
宮
崎
光
惠

（
元
民
生
委
員
・
児
童
委
員
）
／
谷
由
喜

子
（
同
）
／
松
岡
昭
徳
（
統
計
調
査
員
）

／
小
笠
原
保
男（
同
）／
綿
引
秀
夫（
同
）

／
飛
田
秀
章
（
同
）
／
秋
山
誠
（
同
）

／
瀬
谷
一
男（
同
）／
小
薗
井
博
士（
同
）

／
和
地
新
一 
（
同
）
／
柴
山
卓
雄
（
同
）

／
木
野
内
千
代
子
（
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
委
員
）
／
山
田
進
（
同
）
／

宮
島
秀
和
（
消
防
団
員
）
／
上
金
吉
則

（
同
）
／
樫
村
博
行
（
同
）
／
齋
藤
盛
司

（
同
）
／
先
崎
渡
（
同
）
／
綿
引
秀
晃

（
同
）
／
小
松�
重
秀
（
同
）
／
綿
引
直

行
（
同
）
／
笹
山
博
文
（
同
）
／
大
津

篤
司
（
同
）
／
鈴
木
学
（
同
）

■
那
珂
市
東
日
本
大
震
災
感
謝
状
贈
呈

要
領
に
基
づ
く
感
謝
状
贈
呈

横
山
勇
／
鴨
川
仁
／�
常
陽
銀
行
／�

日
乃
本
米
菓
製
造
／
原
子
力
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ�
／
国
土
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト�
／
日
立
造
船�
／
長
田
広
告�

／
茨
城
県
自
動
車
整
備
振
興
会
那
珂
支

部
／
や
ま
び
こ
音
楽
教
室
／
山
崎
製
パ

ン�
／
木
内
酒
造�
／
丸
宮
食
品�
／

利
根
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ�
／
イ

オ
ン�
／
水
戸
北
運
輸�
／
若
宮
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
／
那
珂
市
建
設
業
協
同
組

合
／
那
珂
市
環
境
緑
化
協
同
組
合
／
那

珂
市
指
定
管
工
事
組
合
／
那
珂
市
営
業

平
成
平
成�

年
度
年
度

那
珂
市
表
彰
式
典

那
珂
市
表
彰
式
典

平
成�

年
度

那
珂
市
表
彰
式
典

　

市
勢
の
発
展
、
振
興
に
貢
献
さ
れ

た
か
た
を
顕
彰
す
る
平
成　

年
度
那

２３

珂
市
表
彰
式
典
が
、　

月
３
日
に
、

１１

総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
で
開
催
さ

れ
、
今
年
度
は　

人
の
皆
さ
ん
が
受

２７

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
、
３
月　

日
に

１１

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
際
し
、

市
に
対
し
て
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た

３
人
、　

団
体
の
皆
さ
ん
に
感
謝
状

２３

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
海
野
市
長
が
、「
皆
様

方
が
そ
の
優
れ
た
見
識
と
豊
富
な
経

験
を
生
か
さ
れ
、
本
市
の
さ
ら
な
る

発
展
に
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う

重
ね
て
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
受
賞
者
に
表

彰
状
と
記
念
品
が
、
感
謝
状
贈
呈
者

に
は
感
謝
状
と
記
念
品
が
そ
れ
ぞ
れ

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
お
よ
び
功
績
概
要
、
感
謝

状
贈
呈
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

所
会
／
茨
城
県
石
油
業
協
同
組
合
那
珂

支
部
／�
小
松
製
作
所
／
磐
城
実
業�

／
森
松
工
業�
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

ま
た
、
表
彰
式
典
終
了
後
に
は
、
放

射
線
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
学
ぶ

た
め
、
福
田
勝
男
氏
（
日
本
原
子
力
研

究
開
発
機
構
那
珂
核
融
合
研
究
所
管
理

部
保
安
管
理
課
）
を
講
師
に
迎
え
て
、

放
射
線
に
関
す
る
講
演
会
が
開
催
さ

れ
、
１
０
５
人
の
か
た
が
参
加
し
、
講

演
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

■受賞者を代表して謝辞を述べる
農業委員会委員の加藤守正さん

■放射線に関する講演会の様子

��������
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平成����年
�秋の叙勲�危険業務従事者叙勲 受章おめでとうございます

　秋の叙勲、ならびに危険業務従事者叙勲が内閣府から発表され、市内では４人のかたが受章
されました。
　公共の利益のために尽力したかたに贈られる秋の叙勲に木内正勝さん（中里）が選ばれ、ま
た、警察など危険性の高い公務に励んだかたに贈られる危険業務従事者叙勲に江幡澄夫さん、
椎名修さん、宮下省さん（菅谷）が選ばれ栄誉に輝きました。
　受章者の皆様、おめでとうございます。

警察／昭和３１年から平成３年までの３５年間を茨城県
警に奉職され、警察学校長、日立警察署長などを歴
任。主に警察本部で、採用や異動など人事に長く携
わり、一人ひとりを考慮し円滑に機能する人員配置
を心がけながら、茨城県警の組織作りに尽力されま
した。「自分に与えられた職として誠心誠意努めて
まいりました。異動のたびに転居を繰り返すことが
多く、苦労をかけながらも支えてくれました家族に
感謝しています」と、受章の喜びとともに当時を振
り返り語っていただきました。

警察／昭和３４年に茨城県警に奉職され、平成１２年に
退職するまでの４０年間、主に警備関係に従事されま
した。一番印象にあるのは、山方駐在所時代。住民
のかたの生活や福祉に目をむけ、地域にあった職務
に努められました。また、地域に密着した警察活動
を目指し、目線を住民に合わせることで犯罪の未然
予防に努め、住民の生命や財産を守るため全体の奉
仕者として昼も夜もなく懸命に治安維持に尽くさ
れ、政治も経済も不安定な時代に治安上の基盤づく
りに尽力されました。

��������	
��
�������
　平成２２年１０月１日現在で行った国勢調査の
確定値が、総務省統計局から発表されました
のでお知らせします。
　那珂市の人口は、５４，２４０人で、平成１７年調
査時と比べて４６５人、率にして０．９％の減少と
なっています。
　また、世帯数は１８，８８９世帯となり、８５５世
帯、４．７％の増加となりました。

増減率増減平成１７年平成２２年

△０．９％△４６５５４，７０５人５４，２４０人人口

△１．３％△３６０２６，７４８人２６，３８８人男

△０．４％△１０５２７，９５７人２７，８５２人女

４．７％８５５１８，０３４世帯１８，８８９世帯世帯数

○その他の詳細な結果につきましては、総務省統計局のホーム
ページ（�����������	�
�����
��）をご覧ください。

企画課市政情報グループ�２９８・１１１１（内線４３６）問い合わせ

瑞宝双光章
椎名　修さん
（竹ノ内）

瑞宝双光章
江幡澄夫さん
（東木倉）
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　市では、これまで整備した資産や借入金などのストック情報や行政サービ
スを提供するために要したコスト情報などを詳しく理解していただくため
に、地方公会計制度による財務書類（貸借対照表・行政コスト計算書・純資
産変動計算書）を｢総務省方式改訂モデル｣を用いて作成しました。今回は、
平成２２年度決算を基に作成した市の普通会計※の財務書類を公表します。

����
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　貸借対照表（バランスシート）とは、年度末における市の資産
とその資産形成のためにどのような財源（負債・純資産）を賄っ
てきたかを一目で分かるように表した財務報告書です。平成２２年
度末現在、市が行政サービスを提供するために保有している土地
や建物などの財産（資産）は８４０億８千万円で、このうちの約７割

にあたる６１３億５千万円が現在までの世代がすでに負担したもので、残る２２７億３千万円が将来世代の負担で返済し
ていく債務となります。

財政課　財政グループ
�２９８－１１１１

（内線５２２・５２３）

問い合わせ

��������	
��
��
�������	
��
��������
��

�����
����������

���������	
��
��������	
��
� ���������	
��
��������	
��
�

◇資産４．０億円増の主な理由
　財政調整基金を取り崩した一方で、減債基金や公共
施設整備基金などを積み増ししたため。
◇負債０．６億円減の主な理由
　市債残高は若干増加したものの、職員の年齢構成の
変化により、退職手当引当金が減少したため。
◇純資産４．６億円増の主な理由
　一般財源が若干増加したことに加え、人件費が削減
されたことにより経常行政コストが減少したため。

　市民１人あたり１５０．３万円の資産があり、その資産形
成のために、これから負担する金額が４０．６万円で、これ
までに負担済みの金額が１０９．７万円であることを意味し
ます。

※平成２３年３月３１日現在の住民基本台帳人口５５，９４９人を
基に算出しました。

負　債 ０．６億円減資　産
４．０億円増 純資産 ４．６億円増

負　債 ４０．６万円資　産
１５０．３万円 純資産 １０９．７万円

　　計 ８４０．８億円 　　計 ８４０．８億円

　借入金（地方債）や将来の職員の退職手当など、
将来世代の負担で返済していく債務です。

　負　債 ２２７．３億円

　公共施設や基金などの資産形成のうち、現在ま
での世代がすでに負担しているものが純資産（正
味資産）となります。

　純資産 ６１３．５億円
【内訳】

■公共資産 ７７０．３億円　
道路、公園、学校、庁舎など

■投資など ４５．０億円　
基金、出資金、長期延滞債権など

■流動資産 ２５．５億円　
現金・預金、未収金など

　（うち歳計現金 １２．０億円）

　市が所有している財産の内容と金額です。行政
サービスの提供能力を示しています。

　資　産 ８４０．８億円



広報なか１２月号９

　市の行政活動は、福祉や教育などにお
ける人的サービスや給付サービスの提供
など、資産形成につながらない行政サー
ビスが大きな割合を占めています。｢行
政コスト計算書｣は、市が１年間に提供
した行政サービスに要したコスト（原価・
費用）と、その財源である使用料・負担
金などの収入を明らかにしたものです。
　平成２２年度の市の行政コストの総額は
１５７億２千万円で、それらの経費に充て
るため得た収入が５億１千万円、差引
１５２億１千万円が純コストとなります。
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　現在の地方公共団体の会計制度は、予算の適正・確実な執行に資するため、単
年度の収入・支出を対比した現金の流れに主眼が置かれた「現金主義」が採用さ
れています。このことにより、決算書からその年にどのような収入があり、それ
をどのように使ったといった現金の動きが分かりやすい仕組みになっています。
しかし、この制度では、地方公共団体が整備してきた資産の情報や行政サービス
提供のために発生した１年間のコストの情報が把握できませんでした。
　そのような中、平成１８年８月に総務省より「地方公共団体における行政改革の
更なる推進のための指針」が地方公共団体に示され、地方公共団体は、資産や債
務の情報が分かる、企業会計的な手法を取り入れた、公会計整備の推進に取り組
むことが求められました。平成２１年秋からは、人口３万人以上の市については財
務書類の整備・公表が求められています。
　那珂市の財務書類等の詳細については、市ホームページで公表しています。

【用語解説】
※「普通会計」とは
　自治体間の財政比較などを可
能にするため、地方財政の統計
上、全国統一的に用いられてい
る会計区分です。
　本市の普通会計は一般会計と
公園墓地事業特別会計、上菅谷
駅前地区土地区画整理事業特別
会計、那珂地方公平委員会特別
会計の各会計の合計です。

経常収益（Ｂ） ５．１億円
使用料・手数料・分担金・負担金などの収入

【内訳】
■人にかかるコスト ３７．９億円
職員の給与・退職手当など
■物にかかるコスト ４９．３億円
物品購入、光熱水費、施設などの修繕費、減価償却費など
■移転支出的なコスト ６６．６億円
生活保護費、子ども手当、各種補助金、繰出金など
■その他のコスト ３．４億円
地方債の利子など

経常行政コスト（Ａ） １５７．２億円

期首（平成２１年度末）純資産残高  ６０８．９億円

【内訳】

■純経常行政コスト △１５２．１億円
純粋な行政コスト
（「行政コスト計算書」の純経常行政コスト）
■一般財源等 １２３．０億円
市税、地方交付税など

■その他 ３３．７億円
補助金等の受け入れ、災害復旧事業費・公共資産を除く
売却損益等臨時損益など

当期変動高 ４．６億円

「行政コスト計算書」の純経常行政コストは、
「純資産変動計算書」の純経常行政コストと一致します。

「純資産変動計算書」の期末純資産残高は、
「貸借対照表」の純資産と一致します。

純経常行政コスト（Ａ）－（Ｂ） １５２．１億円
経常行政コストから経常収益を差し引いた純粋な行政コスト

期末（平成２２年度末）純資産残高 ６１３．５億円

　｢純資産変動計算書｣は、貸借対照表の
純資産（正味資産）の変動状況を表した
もので、純資産がどのような要因で増減
しているのかを示したものです。平成２１
年度末の純資産残高６０８億９千万円から
平成２２年度の純経常行政コスト１５２億１
千万円を引き、これに市税などの一般財
源等１２３億円とその他３３億７千万円を加
えたものが平成２２年度末の純資産残高と
なります。平成２２年度末の市の純資産残
高は、負債の減少などにより４億６千万
円増加し、６１３億５千万円となりました。
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月

日
、
那
珂
総
合
公
園
で
、
な
か

　
　

月　

日
、
那
珂
総
合
公
園
で
、
な
か

１０１０

２９２９

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
１
が

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
１
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
台
風
の
影
響
で
中
止
に
な
っ
て

　

昨
年
は
台
風
の
影
響
で
中
止
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
暖
か
な
陽
気

し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
暖
か
な
陽
気

に
包
ま
れ
、
好
天
の
も
と
で
開
催
さ
れ
ま

に
包
ま
れ
、
好
天
の
も
と
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

し
た
。

会
場
で
は
、
友
好
都
市
で
あ
る
秋
田
県

　

会
場
で
は
、
友
好
都
市
で
あ
る
秋
田
県

横
手
市
の
ブ
ー
ス
を
は
じ
め
、
様
々
な
店

横
手
市
の
ブ
ー
ス
を
は
じ
め
、
様
々
な
店

舗
が
出
店
し
た
ほ
か
、
多
く
の
催
し
物
が

舗
が
出
店
し
た
ほ
か
、
多
く
の
催
し
物
が

催
さ
れ
、
訪
れ
た
か
た
は
２
年
ぶ
り
の
那

催
さ
れ
、
訪
れ
た
か
た
は
２
年
ぶ
り
の
那

珂
市
の
秋
の
祭
典
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し

珂
市
の
秋
の
祭
典
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
た
。ま

た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
那
珂
市
商
工
会

　

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
那
珂
市
商
工
会

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ひ
ま
わ

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ひ
ま
わ

り
大
使
ナ
カ
マ
ロ
ち
ゃ
ん
が
初
披
露
さ
れ

り
大
使
ナ
カ
マ
ロ
ち
ゃ
ん
が
初
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
誕
生
を
祝
い
、

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
誕
生
を
祝
い
、

茨
城
県
の
ハ
ッ
ス
ル
黄
門
、
高
萩
市
の
は

茨
城
県
の
ハ
ッ
ス
ル
黄
門
、
高
萩
市
の
は

ぎ
ま
ろ
、
常
陸

ぎ
ま
ろ
、
常
陸
大
宮
市
の
ひ
た
ま
る
、
城

大
宮
市
の
ひ
た
ま
る
、
城

里
町
の
ホ
ロ
ル
、

里
町
の
ホ
ロ
ル
、
か
み
ね
動
物
園
の
か
み

か
み
ね
動
物
園
の
か
み

ね
っ
ち
ょ
と
、
県
内
各
地
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

ね
っ
ち
ょ
と
、
県
内
各
地
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

が
集
結
し
て
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ

が
集
結
し
て
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。

て
く
れ
ま
し
た
。
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��������������



広報なか１２月号１１

　
　

月　

日
、
那
珂
市
消
防
団
員

１１

２６

　

人
（
部
長
以
上
）
を
対
象
に
ふ

４０れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
こ
ぼ
り
で
、

原
子
力
基
礎
講
座
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
、
３
月　

日
に
発
生

１１

し
た
東
日
本
大
震
災
に
起
因
し
て

発
生
し
た
、
福
島
第
１
原
子
力
発

電
所
の
事
故
に
よ
り
放
射
性
物
質

が
漏
洩
し
未
曾
有
の
大
災
害
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま

え
、
那
珂
市
消
防
団
員
幹
部
を
対

象
に
、
冷
静
に
判
断
・
指
示
お
よ

び
行
動
す
る
た
め
、
原
子
力
防
災

に
関
す
る
知
識
な
ら
び
に
技
術
の

習
得
を
図
り
ま
し
た
。
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月
９
日
、
イ
オ
ン
那
珂
町
店

１１
駐
車
場
に
お
い
て
、
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
火
災
予
防
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、　

月
９
日
〜　

日
ま

１１

１５

で
の
火
災
予
防
週
間
に
合
わ
せ
て

実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
、

菅
谷
幼
稚
園
児
が
は
ね
太
鼓
を
披

露
し
た
後
、
風
船
を
空
へ
飛
ば

し
、
火
災
予
防
へ
の
一
層
の
意
識

の
向
上
を
は
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
店
舗
入
口
付
近
で
は
、

女
性
消
防
団
の
皆
さ
ん
が
、
買
い

物
に
訪
れ
た
か
た
が
た
に
、
法
律

に
よ
り
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

市
内
の
小
・
中
学
生
・
一
般
の
か
た
か
ら
防
火
ポ
ス
タ
ー
・
防
火
標

語
に
つ
い
て
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
作
品
は
、ど
れ
も
火
災
予
防
に
対

す
る
真
剣
な
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い
作
品
で
し
た
。
消

防
本
部
で
は
厳
正
な
審
査
の
結
果
そ
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
を

決
定
し
、消
防
本
部
に
お
い
て
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。な
お
、最
優
秀

作
品
に
つ
い
て
は
防
火
ポ
ス
タ
ー
・
防
火
標
語
と
し
て
印
刷
し
、市
内

の
駅
や
ス
ー
パ
ー
、公
共
施
設
な
ど
に
掲
示
し
、防
火
を
呼
び
か
け
ま

す
。防
火
ポ
ス
タ
ー
・
防
火
標
語
の
入
賞
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
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入賞されたみなさん（表彰式）

■
ポ
ス
タ
ー

○
小
学
校
低
学
年

　

最
優
秀
作
品

　

津
田
野
乃
香
（
芳
野
小
３
年
）

　

優
秀
作
品

　

戸
田
鈴
乃
（
菅
谷
東
小
２
年
）

○
小
学
校
高
学
年

　

最
優
秀
作
品

　

小
林
龍
真
（
木
崎
小
４
年
）

　

優
秀
作
品

　

鈴
木
翔
太
（
菅
谷
東
小
４
年
）

○
中
学
生

　

最
優
秀
作
品

　
�
野
水
淑
（
那
珂
一
中
１
年
）

　

優
秀
作
品

　

勝
山
祐
衣
（
那
珂
三
中
１
年
）

■
標
語

○
小
学
生

　

最
優
秀
作
品

　

相
田
祐
希
（
横
堀
小
６
年
）

　

優
秀
作
品

　

楠
見
天
彩
（
芳
野
小
４
年
）

○
中
学
生

　

最
優
秀
作
品

　

関
根
大
雅
（
那
珂
四
中
２
年
）

　

優
秀
作
品

　

大
和
田
真
歩（
那
珂
三
中
２
年
）

○
一
般

　

最
優
秀
作
品

岩
上
佳
緒
里
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
株
式
会
社 
茨
城
事
業
所
）

　

優
秀
作
品

河
野
勝
己
（
日
本
原
子
力
研
究

開
発
機
構
那
珂
核
融
合
研
究
所
）

　

消
防
団
第
５
分
団
第
３
部
（
戸

崎
）、
第
７
分
団
第
３
部
（
下
江

戸
）、
配
備
の
消
防
ポ
ン
プ
積
載

車
が　

年
を
経
過
し
十
分
な
機
能

２４

が
発
揮
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、

　

月　

日
、
新
型
車
両
（
各
１
台
）

１１

２５

が
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
車
両
は
、
各
種
災
害
に
対

処
で
き
る
よ
う
最
新
型
の
ポ
ン
プ

と
自
動
昇
降
装
置
な
ど
を
備
え
た

車
両
で
す
。
こ
の
車
両
の
配
備
に

よ
り
、
地
域
を
守
る
消
防
団
の
消

防
力
の
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

防火ポスター
（中学生）

防火ポスター
（小学生高学年）

防火ポスター
（小学生低学年）

���������	
��
���



１２

　

芳
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が　
１０

月　

日
、
毎
年
恒
例
の
「
ワ
ン
デ

２３
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
ぶ
ん
洞
・
又
三
た

め
池
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
総
勢

１
３
０
人
の
参
加
者
が
集
ま
り
、

ご
み
を
拾
っ
た
り
、
除
草
を
行

な
っ
た
り
と
、
皆
さ
ん
が
力
を
合

わ
せ
熱
心
に
活
動
し
、
約
２
時
間

の
作
業
で
、
ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
の

ゴ
ミ
を
回
収
し
ま
し
た
。
芳
野
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
今
後
も

こ
の
よ
う
な
美
化
活
動
を
継
続
的

に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　

月　

日
、
第　

回
茨
城
県
学

１１

２８

３８

年
別
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
（
低
学

年
の
部
）、
第　

回
全
日
本
少
年

２１

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
茨
城
県
大
会
で

と
も
に
３
位
に
入
賞
し
た
那
珂
Ｆ

Ｃ
の
４
・
６
年
生
の
選
手
お
よ
び

指
導
者
の
皆
さ
ん
が
、
海
野
市
長

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

地
区
大
会
、
県
大
会
を
粘
り
強

く
勝
ち
上
が
り
、
フ
ッ
ト
サ
ル
大

会
は
初
、
学
年
別
大
会
は
２
年
連

続
の
ベ
ス
ト
４
に
進
出
。
頂
点
に

は
１
歩
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

見
事
な
成
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

那
珂
�
�
が
県
�
位�
フ
ッ
ト
サ
ル
�学
年
別
�

ワ
ン
デ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
美
化
活
動

東
日
本
大
震
災
の
救
援
活
動
に
感
謝
状

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
際
し

て
、
那
珂
市
地
区
赤
十
字
奉
仕
団

は
、震
災
当
日
か
ら
炊
き
出
し
や
、

給
水
所
で
の
支
援
等
を
連
日
行
い
、

ま
た
、
奉
仕
団
の
委
員
長
で
あ
る

田
口�
靖
さ
ん（
戸
崎
）は
、
県
支

部
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
も
活
動
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
功
労
に
対
し
、
日
本
赤
十
字
社

の
救
援
活
動
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
た
と
し
て
、
那
珂
市
地
区
赤
十

字
奉
仕
団
お
よ
び
田
口
さ
ん
に
、

　

月　

日
、
日
本
赤
十
字
社
社
長

１０

２４

か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

故
浅
川
泰
郷
氏
に
叙
位　

８
月　

日
に
逝
去
さ
れ
た
故
・

１６

浅
川
泰
郷
氏
（
豊
喰
）
が
叙
位
・

従
六
位
を
受
賞
さ
れ
、
海
野
市
長

は　

月
７
日
、
遺
族
の
か
た
に
対

１１
し
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。
浅
川
氏

は
昭
和　

年
那
珂
町
の
第
８
代
町

５８

長
に
就
任
以
来
三
期
連
続
当
選
、

平
成
７
年
ま
で
の　

年
に
わ
た
り

１２

精
力
的
に
町
政
運
営
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
高
邁
な
政
治
信

念
を
も
っ
て
地
方
自
治
の
振
興
、

住
民
福
祉
の
増
大
、
教
育
行
政
、

上
・
下
水
道
事
業
等
の
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。



広報なか１２月号１３

迫
力
あ
る
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
感
動

奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
体
育
館
に

は
児
童
、保
護
者
、地
域
の
皆
さ
ん

約
５
５
０
人
が
参
加
。
演
奏
会
で

は
、マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
迫
力
あ

る
素
晴
ら
し
い
演
奏
や
ア
カ
ペ
ラ

の
合
唱
が
披
露
さ
れ
、音
楽
を
聞
い

た
子
ど
も
た
ち
は
、「
素
晴
ら
し
い

演
奏
で
感
動
し

ま
し
た
」、「
元

気
を
も
ら
い
ま

し
た
」
な
ど
と

そ
れ
ぞ
れ
思
い

思
い
に
語
っ
て

い
ま
し
た
。

　

那
珂
市
民
歩
く
会
（
秋
）
が　
１０

月　

日
、
福
島
県
磐
梯
高
原
五
色

２２
沼
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
あ

い
に
く
の
雨
の
た
め
当
初
の
コ
ー

ス
を
短
縮
し
て
五
色
沼
を
ハ
イ
キ

ン
グ
し
ま
し
た
。
当
日
参
加
し
た

か
た
が
た
は　

人
。
皆
さ
ん
は
雨

６８

の
中
で
も
五
色
沼
の
自
然
観
察
を

し
な
が
ら
軽
や
か
に
足
を
進
め
ま

し
た
。
澄
ん
だ
空
気
や
自
然
と
の

素
敵
な
瞬
間
を
感
じ
な
が
ら
、
心

身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い

ま
し
た
。

歩
く
会
で
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
　

月
５
日
、
６
日
と
那
珂
市
立

１１
図
書
館
に
お
い
て
「
図
書
館
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
５
日

は
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

加
賀
美
幸
子
氏
の
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
講
演
で
は
、
心
を
動
か
す

言
葉
に
つ
い
て
語
ら
れ
、
皆
さ
ん

は
感
慨
深
く
話
に
聞
き
入
り
、
会

場
は
和
や
か
な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
６
日
に
は
、
水
戸
芸
術

館
専
属
劇
団
Ａ
Ｃ
Ｍ
に
よ
る
朗
読

会
や
子
ど
も
向
け
お
は
な
し
会
、

那
珂
市
の
民
話
が
催
さ
れ
、
訪
れ

た
皆
さ
ん
や
子
ど
も
達
は
物
語
の

世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

お
は
な
し
で
豊
か
な
時
間
を

地
域
の
宝
を
県
内
に
広
く
紹
介

　

震
災
か
ら
の
復
興
を
テ
ー
マ
に

大
好
き
い
ば
ら
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー

カ
ー
活
動
推
進
大
会
が　

月
８
日
、

１１

常
陸
太
田
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
自
慢
大
会
で
は
、
県

内　

団
体
が
身
近
に
あ
る
地
域
の

１４
魅
力
を
趣
向
を
凝
ら
し
発
表
。
那

珂
市
か
ら
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
夢
Ａ
Ｋ
Ａ

Ｒ
Ｉ
が
、
那
珂
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー

カ
ー
連
絡
協
議
会
と
の
協
働
に
よ

る
八
重
桜
ま
つ
り
等
の
イ
ベ
ン
ト

や
景
観
づ
く
り
の
様
子
を
熱
く
語

り
、
那
珂
市
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
　

月
５
日
、
芳
野
小
学
校
体
育

１１
館
で
教
育
講
演
会
と
し
て
、
茨
城

県
立
大
洗
高
等
学
校
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
部
（
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ－

Ｈ
Ａ
Ｗ

Ｋ
Ｓ
）
約　

人
に
よ
る
ド
リ
ル
演

８０



１４

善意銀行へ
ご協力ありがとうございます

１０月１５日～１１月１４日（敬称略）

那珂市観光 １０，０３５円
野木　利三郎 １０，０００円
水戸ヤクルト販売㈱那珂センター
 ５０，０００円
 

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

土金木水火月日

７６５３２１
１４１３１２１１１０９８
２１２０１９１８１７１６１５
２８２７２６２５２４２３２２

３１３０２９

休館日

�������	

��
January

� 人の動き �

那珂市の人口（１１月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，４９６人 （＋５）
　女　　　２８，３７６人 （＋２）
　計　　　５５，８７２人 （＋７）
世帯数　　２１，０５２世帯　（＋２９）

○出生　３４人
○死亡　５４人

（１０月１日～３１日）

※４日は１３：００から開館

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，８０３人
　（平成２３年１０月末現在・
 前月比３７人減少）
○那珂市国保が医療費の一部として
支払った金額　２億８，４７２万円
　（平成２３年１０月・
 前月比１，１５３万円増加）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

水戸ヤクルト販売（株）
那珂センターの皆さん

�������	
��
�

�������	
�	

　芳野小が、「平成２３年度茨城県
学校関係緑化コンクール　学校
環境緑化の部」で茨城県知事賞
を受賞しました。
　震災で校舎に被害を受けた芳
野小でしたが、「震災だからこそ
自然を大切にして緑を増やそ
う」ということで、全校生徒が
サルビアやマリーゴールド等、
１０種類を超える品種の種を植
え、５・６年生の緑化委員会と、
ボランティアの児童を中心に、
種の段階から育てました。
　季節により様々な花が咲き、
現在は、菊やパンジーなど約
６００プランター１８００本の花が校
舎を彩っています。
　また、その他にも、林業体験
等の、木を使った活動を行って
いたり、地域と協力して緑化に
取り組んでいる点も評価されま
した。

� 今月の納税  �

○固定資産税・都市計画税 ３期
○国民健康保険税（普通徴収）
 ６期
○後期高齢者医療保険料（普通徴収）
 ６期
○介護保険料（普通徴収） ５期

納期限：１２月２６日
■市税の納付は口座振替で
　市税の納付には、便利で確実
な口座振替制度がありますの
で、どうぞご利用ください。
　詳細については、下記までお
問い合わせください。
問い合わせ／収納課収納Ｇ
�２９８－１１１１　内線１７４・１７５

４
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日時／１月１７日（火） １３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）　１階　市民相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／

秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／１月１１日（水）、１８日（水）、
２５日（水）

いずれも９：００～１５：００
場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福

祉センター「ひだまり」内）

�２９８－８８８１

１月の休日当番医

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

心配ごと相談

法律相談
��������	


������������	

　カナダ・オンタリオ州にある、
木内酒造のビールを販売している
ローランドラッセル社が、東日本
大震災の災害復興のため、那珂市
に２０万１６０円を寄付されました。
　木内酒造の木内造酒夫社長が
ローランドラッセル社から寄付金
を預かり、１１月２日に持参されま
した。

●市役所の電話番号
　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL
　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス
　kikaku@city.naka.lg.jp

●おしらせ版
市では、「広報なか」のほかに、
「おしらせ版」（月３回（ただし、
５月、８月、１月は月２回））を発
行しています。このコーナーでは
その一部を掲載していますが、
「おしらせ版」も併せてご覧くだ
さい。

１日　那珂中央クリニック （飯田）
�２９８－７８１１

２日　那珂記念クリニック （中台）
�３５３－２８００

３日　河野胃腸科外科 （竹ノ内）
�２９５－５３８６

８日　かぼちゃクリニック （横堀）
�３５２－１１０７

９日　那珂クリニック （中台）
�２９５－９８００

１５日　ののがき脳神経外科クリニック
 （中台）

�３５２－０５５５
２２日　岡田クリニック （後台）

�２７０－８１８８
２９日　塙内科消化器科 （後台）

�２９５－２１１０

■診療時間／９：００～１１：３０
※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話で問い合わせください。
※診療時間外は、「茨城県救急医療情
報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）、または「那珂市消防本部」
（�２９５－２１１１）へお問い合わせく
ださい。 



１６

　那珂聖苑における公害未然防止のため、那珂聖苑周
辺環境整備対策協議会との公害防止協定に基づき、次
のとおり調査結果を公表します。

 ●測定日：平成２３年７月１３日

����

������
結　果協定基準値項　目

０．０５ppm未満１ppm以下ア ン モ ニ ア

０．００１ppm未満０．００２ppm以下メチルメルカプタン

０．０１ppm未満０．０２ppm以下硫 化 水 素

０．００１ppm未満０．０１ppm以下硫 化 メ チ ル

０．００１ppm未満０．００９ppm以下二 酸 化 メ チ ル

０．０００５ppm未満０．００５ppm以下ト リ メ チ ル ア ミ ン

０．０２ppm　　０．０５ppm以下ア セ ト ア ル デ ヒ ド

０．００１ppm未満０．０５ppm以下プロピオンアルデヒド

０．００１ppm未満０．００９ppm以下ノルマルブチルアルデヒド

０．００１ppm未満０．０２ppm以下イソブチルアルデヒド

０．００１ppm未満０．００９ppm以下ノルマルバレルアルデヒド

０．０００５ppm未満０．００３ppm以下イソバレルアルデヒド

０．０１ppm未満０．９ppm以下イ ソ ブ タ ノ ー ル

０．０１ppm未満３ppm以下酢 酸 エ チ ル

０．０１ppm未満１ppm以下メチルイソブチルケトン

０．１ppm未満１０ppm以下ト ル エ ン

０．０５ppm未満０．４ppm以下ス チ レ ン

０．１ppm未満１ppm以下キ シ レ ン

０．００１ppm未満０．０３ppm以下プ ロ ピ オ ン 酸

０．０００２ppm未満０．００１ppm以下ノ ル マ ル 酪 酸

０．０００２ppm未満０．０００９ppm以下ノ ル マ ル 吉 草 酸

０．０００２ppm未満０．００１ppm以下イ ソ 吉 草 酸

悪臭（排気筒出口）

�������	
���
������������	
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�����

結　果協定基準値項　目

０．００２g/m３N未満０．０１g/m３N以下ば い じ ん

１０ppm未満３０ppm以下硫 黄 酸 化 物

１６ppm　　１００ppm以下窒 素 酸 化 物

２０ppm未満５０ppm以下塩 化 水 素

０．０２６ng-TEQ/m３N　　１ng-TEQ/m３N以下ダイオキシン類

排出ガス（排出筒出口）

問い合わせ
那珂聖苑　�３５２ - ００７３

■作り方

①白菜、キャベツを一口大、にんじんを千切り、エリンギを薄くして
７～８�の長さに、えのきの根を取りほぐしておく。
②カジキマグロを軽く塩コショウして一口大に切る。
③フライパンに白菜とキャベツを下に敷き、塩こんぶ、カジキマグロ、
にんじん、エリンギ、えのきを山状に重ねる。
④７～８�に切った油菜と斜め薄切りにしたウィンナーソーセージを
交互に彩りよく並べ、中央にコーンを盛る。
⑤酒をフライパンの縁に回し入れ、ふたをして強めの中火で７～１０分
蒸す。

■材料

　白菜 ………………… １～２枚
　キャベツ …………… ２～３個
　エリンギ …………… ６０ｇ　　
　えのき ……………… ５０ｇ　　
　にんじん …………… ３０ｇ　　
　油菜 ………………… ６０ｇ　　

コーン（ホール缶詰） …… ３０ｇ　　　
カジキマグロ …………… １００ｇ　　　
ウィンナーソーセージ … ３本　　　
塩こんぶ ………………… ５ｇ（適宜）
酒 ………………………… 大さじ２　
塩コショウ ……………… 少々　　　

■家庭にある野菜をたくさん入れて、薄味
で素材の旨味と食感を味わってくださ
い。また、塩こんぶは塩加減をみながら
お使いください。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

菅谷（運動休養部会）

田井　かづ子さん

かんたん蒸し煮
ヘルスメイトさんが作る健康料理�
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